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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
伊
号
第
四
九
潜
水
艦
～
原
爆
輸
送
を
阻
止
せ
よ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
５
２
２
Ｎ

【
作
者
名
】

　
沖
田
五
十
六

【
あ
ら
す
じ
】

　
太
平
洋
戦
争
末
期
、
大
日
本
帝
国
は
潜
水
艦
に
よ
る
攻
撃
し
か
出
来
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
諜
報
員
が
重
大
な
情
報
を
得
た
。
「
原
子
爆
弾
が
沖

縄
に
輸
送
さ
れ
る
」
巡
潜
丙
型
潜
水
艦
、
伊
号
第
四
九
潜
水
艦
は
、
そ
れ
を
阻

止
す
る
為
に
出
撃
し
て
行
っ
た
。
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上

１
９
４
５
年
８
月
１
０
日
、
広
島
県
呉
市
の
軍
港
か
ら
一
隻
の
潜
水
艦
が
出
航

し
た
。
艦
橋
に
は
、
「
イ
４
９
」
と
描
か
れ
て
い
た
。
甲
板
に
は
、
親
の
鯨
の

背
中
に
乗
っ
た
子
鯨
の
よ
う
に
特
攻
兵
器
「
回
天
」
が
二
隻
、
載
せ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
「
回
天
」
を
艦
橋
で
見
て
い
る
ひ
げ
を
生
や
し
た
海
軍
軍
人
が
一
人

い
た
。

「
・
・
・
外
道
の
兵
器
が
・
・
・
」

そ
の
男
は
、
「
回
天
」
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

「
山
本
艦
長
、
潜
行
準
備
整
い
ま
し
た
。
早
く
艦
内
へ
。
」

山
本
艦
長
―
―
―
山
本
三
郎
は
頷
い
た
。
報
告
し
た
男
は
艦
内
へ
降
り
る
ハ
ッ

や
ま
も
と
さ
ぶ
ろ
う

チ
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
。

「
・
・
・
安
部
副
長
。
後
で
「
回
天
」
搭
乗
員
を
艦
橋
に
呼
ん
で
く
れ
。
話
し

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
・
・
・
艦
長
、
我
々
は
負
け
る
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」

副
長
か
ら
質
問
さ
れ
た
問
題
は
、
既
に
答
え
が
出
て
い
る
。

「
・
・
・
日
本
が
負
け
る
だ
ろ
う
な
。
原
子
爆
弾
の
よ
う
な
物
を
落
と
さ
れ
て

い
る
ん
だ
。
持
っ
て
あ
と
一
週
間
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。
」

「
・
・
・
そ
う
で
す
か
。
」
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副
長
は
そ
う
言
っ
て
艦
内
に
降
り
て
行
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
そ
う
、
日
本
は
負
け
る
の
だ
。
」

山
本
は
そ
う
呟
い
た
後
、
艦
内
に
降
り
た
。

小
笠
原
諸
島
　
硫
黄
島
沖

こ
の
海
域
を
、
輸
送
船
十
隻
と
駆
逐
艦
四
隻
の
艦
隊
が
通
過
し
て
い
た
。
向
か

う
先
は
、
沖
縄
。

「
艦
長
、
艦
隊
司
令
か
ら
入
電
。
ク
レ
か
ら
潜
水
艦
が
一
隻
が
出
航
し
た
模
様
、

警
戒
さ
れ
た
し
。
と
の
事
で
す
。
」

輸
送
船
団
の
護
衛
の
駆
逐
艦
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
」
の
艦
橋
で
、
通
信
士
が
報

告
し
た
。

「
分
か
っ
た
。
ソ
ナ
ー
班
に
警
戒
さ
せ
て
お
け
。
な
ん
た
っ
て
、
今
輸
送
し
て

い
る
の
は
、
ニ
ホ
ン
へ
の
最
期
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
」

通
信
士
が
艦
橋
か
ら
出
た
後
、
副
長
が
質
問
し
た
。

「
ト
ス
カ
艦
長
、
た
か
が
一
隻
の
潜
水
艦
で
す
よ
。
そ
ん
な
に
警
戒
し
な
く
て

も
・
・
・
・
」

「
副
長
、
今
輸
送
し
て
い
る
も
の
は
何
だ
？
」

「
そ
れ
は
・
・
・
「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
で
す
。
」
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「
も
し
、
そ
の
潜
水
艦
が
沈
め
た
ら
ど
う
す
る
。
我
々
は
左
遷
さ
れ
て
、
ニ
ホ

ン
に
勝
っ
た
と
し
て
も
喜
べ
る
状
況
じ
ゃ
な
く
な
る
。
」

「
・
・
・
了
解
し
ま
し
た
。
」

副
長
は
、
下
が
っ
た
。
何
処
と
無
く
、
恐
怖
の
色
が
顔
に
出
て
い
た
。

「
・
・
出
来
れ
ば
、
沈
め
て
欲
し
い
も
の
だ
が
な
。
」

艦
長
―
―
―
ト
ス
カ
・
Ｊ
・
ヒ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
呟
い
た
。
そ
し
て
、
「
リ
ト
ル

ボ
ー
イ
」
原
子
爆
弾
が
艦
載
し
て
あ
る
は
ず
の
輸
送
艦
を
見
た
。

伊
四
九
は
、
潜
水
し
た
ま
ま
豊
後
水
道
を
進
ん
で
い
た
。
か
つ
て
、
日
本
海
軍

の
象
徴
で
あ
っ
た
戦
艦
「
大
和
」
が
出
撃
し
て
行
っ
た
豊
後
水
道
に
も
、
Ｂ
－

２
９
に
よ
っ
て
機
雷
が
投
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
伊
四
九
の
艦
橋
に
二

人
の
少
年
兵
が
呼
ば
れ
て
い
た
。

「
「
回
天
」
搭
乗
員
、
鈴
木
定
一
で
あ
り
ま
す
！
」

す
ず
き
さ
だ
い
ち

「
同
じ
く
、
松
永
紀
久
雄
で
す
！
」

ま
つ
な
が
き
く
お

山
本
の
前
に
立
っ
て
い
る
少
年
兵
は
、
ど
ち
ら
も
１
６
歳
ほ
ど
の
年
齢
で
あ
る
。

「
・
・
鈴
木
君
、
松
永
君
、
君
達
は
「
回
天
」
に
乗
る
つ
も
り
だ
な
？
」

「
当
然
で
あ
り
ま
す
！
」

「
こ
の
時
の
為
に
訓
練
し
て
き
た
ん
で
す
！
必
ず
敵
を
し
と
め
ま
す
！
」
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二
人
が
そ
う
い
い
終
え
た
後
、
山
本
の
手
が
頬
に
入
っ
て
い
た
。

「
馬
鹿
者
！
お
前
達
に
も
家
で
待
っ
て
い
る
者
が
居
る
で
あ
ろ
う
！
な
の
に
命

を
粗
末
に
扱
う
者
が
居
る
か
！
」

殴
ら
れ
た
二
人
は
、
目
が
点
に
な
っ
て
い
た
。
昨
日
ま
で
死
ね
と
言
わ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
の
に
、
出
撃
し
た
ら
死
ぬ
な
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
本
日
で
、
「
回
天
」
搭
乗
者
か
ら
解
任
、
こ
の
艦
の
予
備
役
に
入
っ
て
も
ら

う
。
以
上
だ
。
」

「
・
・
・
了
解
し
ま
し
た
・
・
・
」

二
人
が
艦
橋
を
出
て
行
っ
た
後
、
副
長
が
声
を
か
け
て
来
た
。

「
艦
長
、
「
回
天
」
は
破
棄
し
ま
す
か
？
」

「
い
や
、
こ
の
ま
ま
残
し
て
お
け
。
後
で
役
立
つ
か
も
知
れ
ん
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
　
　
艦
長
、
作
戦
会
議
の
時
間
で
す
。
」

山
本
は
、
伝
声
管
に
静
か
に
言
っ
た
。

「
各
持
ち
場
の
班
長
は
艦
橋
に
上
が
れ
。
作
戦
会
議
を
行
う
。
」

数
分
後
、
艦
橋
に
は
数
十
名
の
者
が
集
ま
っ
た
。

「
こ
れ
よ
り
、
作
戦
会
議
を
行
う
。
ま
ず
、
敵
の
戦
力
及
び
航
路
に
つ
い
て
だ
。
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航
海
長
。
」

「
は
。
ま
ず
、
偵
察
機
の
報
告
に
よ
る
と
、
敵
の
戦
力
は
駆
逐
艦
四
隻
、
輸
送

艦
十
隻
に
よ
る
輸
送
艦
隊
で
す
。
沖
縄
に
向
か
っ
て
直
進
、
１
０
ノ
ッ
ト
で
航

行
し
て
い
ま
す
。
」

「
そ
れ
に
対
し
て
こ
ち
ら
は
潜
水
艦
一
隻
か
・
・
・
」

他
の
将
校
が
そ
う
呟
い
た
後
、
ほ
ぼ
全
員
が
た
め
息
を
つ
い
た
。

「
水
雷
長
、
魚
雷
本
数
は
？
」

「
魚
雷
は
二
十
本
、
「
回
天
」
を
使
え
ば
二
十
二
本
で
す
。
」

「
一
隻
に
一
本
ず
つ
と
し
て
、
残
り
は
八
本
か
。
水
雷
科
の
奴
ら
が
腕
が
良
け

れ
ば
余
裕
だ
な
。
」

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
こ
の
艦
に
乗
っ
て
い
る
の
は
、
海
中
の
針
を
鉄
砲
で
当
て

ら
れ
る
ほ
ど
の
奴
ら
で
す
よ
。
」

そ
れ
は
言
い
過
ぎ
だ
と
思
う
、
と
数
名
が
思
っ
た
ら
し
く
、
苦
笑
い
を
浮
か
べ

て
い
た
。

「
我
が
艦
は
、
沖
縄
か
ら
二
千
ｋ
ｍ
離
れ
た
海
域
で
待
機
、
輸
送
船
団
を
待
ち

伏
せ
る
。
以
上
だ
。
解
散
。
」

山
本
が
、
そ
う
締
め
く
く
っ
て
作
戦
会
議
は
終
了
し
た
。

輸
送
船
団
の
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
」
の
艦
橋
で
は
、
ト
ス
カ
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
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ん
で
い
た
。
艦
内
か
ら
は
、
笑
い
声
も
聞
こ
え
る
。

「
艦
長
、
あ
の
原
爆
は
使
っ
て
良
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。
ジ
ャ
ッ

プ
が
戦
争
を
続
け
て
い
る
と
は
言
え
、
一
都
市
を
軍
民
問
わ
ず
一
発
で
消
滅
さ

せ
る
。
そ
ん
な
物
を
使
っ
て
・
・
・
」

「
良
い
は
ず
無
い
。
軍
人
は
と
も
か
く
、
国
民
を
巻
き
込
む
。
こ
の
戦
争
で
、

ア
メ
リ
カ
は
危
険
す
ぎ
る
物
を
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
先
、
何
発
の
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
何
人
が
犠
牲
に
な
る
の
か
・
・
・
・
」

そ
の
時
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
彼
の
人
生
で
一
番
苦
か
っ
た
。
そ
の
時
、
通
信
士
が

報
告
に
来
た
。

「
艦
長
、
艦
隊
司
令
よ
り
入
電
。
敵
潜
水
艦
は
オ
キ
ナ
ワ
の
沖
、
二
千
ｋ
ｍ
に

て
待
機
中
で
あ
る
。
以
上
で
す
。
」

「
・
・
・
他
の
駆
逐
艦
に
通
信
し
ろ
。
三
隻
は
、
先
行
し
て
オ
キ
ナ
ワ
へ
向
か

い
、
潜
水
艦
を
沈
め
ろ
。
護
衛
は
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
」
が
す
る
。
と
。
」

「
了
解
で
す
。
」

通
信
士
が
去
っ
た
後
、
副
長
が
ト
ス
カ
に
話
し
か
け
た
。

「
三
隻
を
出
せ
ば
こ
ち
ら
の
護
衛
は
手
薄
に
な
る
の
で
は
？
」

「
ニ
ホ
ン
に
は
、
潜
水
艦
一
隻
出
す
の
も
バ
レ
て
い
る
ん
だ
。
他
に
展
開
し
て

い
る
潜
水
艦
は
０
。
奴
さ
え
倒
せ
ば
後
は
安
全
だ
。
」

「
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
」
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沖
縄
の
二
千
ｋ
ｍ
の
海
域
に
到
着
し
た
伊
四
九
を
出
迎
え
た
の
は
、
駆
逐
艦
三

隻
だ
っ
た
。
三
隻
は
、
二
隻
が
爆
雷
攻
撃
、
一
隻
が
ソ
ナ
ー
を
打
っ
て
場
所
を

教
え
て
い
た
。
艦
内
に
は
、
カ
ー
ン
と
言
う
音
が
鳴
り
響
き
、
そ
の
後
、
周
り

に
爆
雷
の
赤
い
花
が
咲
き
乱
れ
て
、
伊
四
九
を
も
て
遊
ん
で
い
た
。

「
畜
生
！
ま
だ
一
撃
も
加
え
て
な
い
の
に
よ
！
」

副
長
が
、
表
情
を
歪
め
て
叫
ん
だ
。
す
る
と
、
あ
ざ
笑
う
よ
う
に
爆
発
が
し
た
。

「
メ
イ
ン
タ
ン
ク
ブ
ロ
ー
！
深
さ
二
十
ま
で
急
速
浮
上
！
」

伊
四
九
の
巨
体
が
、
速
度
を
上
げ
て
上
昇
し
て
い
っ
た
。
い
く
つ
も
の
爆
雷
が

そ
ば
を
通
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
先
ほ
ど
伊
四
九
が
居
た
所
で
爆
発
し

た
。

「
よ
し
！
次
は
こ
ち
ら
の
番
だ
！
１
番
と
２
番
は
魚
雷
発
射
用
意
！
敵
さ
ん
に

思
い
知
ら
せ
て
や
れ
！
」

伊
四
九
は
、
２
０
ｍ
ま
で
浮
上
。
潜
望
鏡
を
上
げ
て
、
正
面
に
駆
逐
艦
を
捕
ら

え
た
。
急
速
転
舵
中
で
、
そ
の
駆
逐
艦
の
前
前
に
は
さ
ら
に
駆
逐
艦
が
い
た
。

「
１
，
２
番
、
魚
雷
発
射
！
」

山
本
の
号
令
に
よ
っ
て
放
た
れ
た
九
五
式
酸
素
魚
雷
は
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い

雷
跡
を
残
し
つ
つ
、
駆
逐
艦
の
横
腹
を
貫
き
航
行
不
能
に
し
た
。
続
い
て
、
そ

の
駆
逐
艦
の
正
面
に
居
た
駆
逐
艦
に
衝
突
、
二
隻
を
戦
闘
不
能
に
し
た
。

「
測
的
員
！
も
う
一
隻
は
ど
う
し
た
！
」
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「
衝
突
し
た
二
隻
の
方
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
救
助
に
向
か
う
模
様
。
」

「
・
・
・
艦
長
、
ど
う
し
ま
す
か
？
」

「
・
・
・
最
大
戦
速
で
海
域
を
離
脱
、
敵
の
輸
送
船
団
を
攻
撃
す
る
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
取
り
舵
一
杯
、
最
大
戦
速
。
」

伊
四
九
潜
水
艦
は
、
そ
の
場
か
ら
離
脱
し
て
、
輸
送
船
団
の
攻
撃
に
向
か
っ
た
。
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上
（
後
書
き
）

終
戦
２
日
遅
れ
で
す
が
、
終
戦
手
前
の
物
語
で
す
。
「
真
夏
の
オ
リ
オ
ン
」
及

び
、
「
終
戦
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
（
小
説
）
」
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

ご
感
想
の
ほ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
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下

駆
逐
艦
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
」
の
艦
橋
で
、
ト
ス
カ
は
絶
句
し
て
い
た
。
潜
水

艦
一
隻
に
対
し
て
駆
逐
艦
二
隻
が
戦
闘
不
能
に
な
り
、
さ
ら
に
は
こ
ち
ら
に
向

か
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
護
衛
を
先
行
さ
せ
た
の
が
間
違
い
だ
っ
た
・
・
全
艦
戦
闘
配
置
！
輸
送
艦
は
、

原
爆
艦
載
艦
を
中
心
に
お
い
て
輪
形
陣
に
移
れ
！
ソ
ナ
ー
は
警
戒
態
勢
！
早
く

し
ろ
！
」

艦
橋
に
復
唱
や
報
告
の
声
が
し
、
船
体
は
移
動
す
る
兵
に
よ
っ
て
震
動
し
た
。

「
全
員
、
配
置
に
付
き
ま
し
た
！
」

「
・
・
・
後
は
、
敵
を
待
つ
だ
け
か
・
・
・
」

ト
ス
カ
は
、
沖
縄
の
方
向
を
見
た
。
水
平
線
の
上
に
は
何
も
無
い
。
た
だ
、
空

に
は
満
天
の
星
空
が
覆
っ
て
い
た
。

そ
の
こ
ろ
、
伊
四
九
で
は
夕
食
が
配
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
日
は
、
火
曜
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
レ
ー
で
あ
っ
た
。

「
頂
き
ま
す
！
」

山
本
は
、
目
を
輝
か
せ
て
言
っ
た
。
山
本
は
大
の
カ
レ
ー
好
き
で
あ
っ
た
。

「
艦
長
、
こ
ん
な
時
で
も
楽
し
そ
う
だ
な
・
・
・
あ
る
意
味
才
能
な
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
？
」
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副
長
が
苦
笑
い
を
こ
ぼ
し
た
。
他
の
人
も
つ
ら
れ
て
笑
っ
た
。
そ
の
時
、
聴
音

長
が
叫
ん
だ
。

「
艦
長
！
１
時
の
方
向
に
ス
ク
リ
ュ
ー
音
多
数
！
敵
輸
送
船
団
で
す
！
速
度
１

５
ノ
ッ
ト
！
距
離
３
万
！
本
艦
の
方
向
に
向
か
っ
て
き
て
い
ま
す
！
」

「
よ
し
、
戦
闘
配
置
に
付
け
！
現
在
の
深
度
は
！
？
」

「
深
度
３
０
！
速
力
４
ノ
ッ
ト
！
」

「
メ
イ
ン
タ
ン
ク
、
ち
ょ
い
ブ
ロ
ー
！
潜
望
鏡
深
度
ま
で
浮
上
！
面
舵
３
０
度

！
」

「
潜
望
鏡
深
度
で
す
！
」

山
本
は
、
潜
望
鏡
を
覗
い
た
。
一
隻
の
駆
逐
艦
を
先
頭
に
、
九
隻
の
輸
送
艦
が

一
隻
の
輸
送
艦
を
囲
っ
て
い
る
。

「
艦
首
魚
雷
発
射
管
、
射
撃
用
意
！
」

そ
の
時
、
カ
ー
ン
と
い
う
ソ
ナ
ー
音
が
２
、
３
回
し
た
。

「
魚
雷
、
発
射
！
」

下
か
ら
鈍
い
音
が
し
て
、
続
い
て
ス
ク
リ
ュ
ー
音
が
し
た
。
駆
逐
艦
が
取
り
舵

を
取
っ
て
右
側
に
動
い
て
い
く
。

「
全
魚
雷
、
正
常
起
動
！
」
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「
ト
ス
カ
艦
長
！
ス
ク
リ
ュ
ー
音
８
！
魚
雷
で
す
！
」

「
回
避
！
全
速
前
進
だ
！
回
避
後
、
取
り
舵
一
杯
！
」

「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
」
が
、
魚
雷
の
軌
道
を
避
け
た
。
が
、
後
続
の
輸
送
船
が

取
り
残
さ
れ
た
。
九
五
式
酸
素
魚
雷
は
そ
の
ま
ま
直
進
し
、
三
隻
の
輸
送
船
に

数
本
の
水
柱
を
生
じ
さ
せ
た
。

「
魚
雷
命
中
！
三
隻
が
撃
沈
し
ま
す
！
」

「
次
弾
装
填
急
げ
！
駆
逐
艦
が
来
る
ぞ
！
潜
舵
、
最
大
俯
角
！
深
さ
６
０
へ
潜

航
し
ろ
！
」

潜
望
鏡
か
ら
目
を
離
し
て
命
令
し
た
。
潜
水
艦
が
、
艦
首
方
向
に
傾
き
始
め
た

と
き
、
カ
ー
ン
・
・
・
カ
ー
ン
と
言
う
音
が
伊
四
九
を
叩
い
た
。

「
駆
逐
艦
、
真
上
に
到
達
！
続
い
て
海
面
に
着
水
音
、
爆
雷
で
す
！
数
、
１
８

発
！
」

「
総
員
、
対
衝
撃
用
意
！
爆
雷
が
来
る
ぞ
！
」

伊
四
九
の
誰
も
が
上
を
向
い
た
。
そ
し
て
数
分
後
、
伊
四
九
の
周
り
を
火
球
が

覆
っ
た
。

先
ほ
ど
、
爆
雷
を
投
下
し
た
位
置
に
水
柱
が
立
っ
た
。
が
、
い
く
ら
経
っ
て
も

重
油
や
浮
遊
物
が
上
が
っ
て
こ
な
い
。
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「
仕
留
め
損
ね
た
な
・
・
・
輸
送
船
団
に
連
絡
し
ろ
。
先
に
オ
キ
ナ
ワ
に
向
か

え
。
潜
水
艦
は
足
止
め
す
る
、
と
な
。
」

ト
ス
カ
は
、
敵
が
息
を
潜
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
海
中
を
見
つ
め
た
。
何
処
ま
で

も
黒
く
、
深
い
海
が
見
つ
め
か
い
し
た
。

「
被
害
報
告
、
急
げ
！
」

（
後
方
兵
員
室
浸
水
！
艦
首
魚
雷
室
で
３
名
死
亡
！
）

（
「
回
天
」
が
一
隻
外
れ
ま
し
た
！
搭
乗
口
か
ら
浸
水
！
他
に
も
多
数
浸
水
し

て
い
ま
す
！
ど
ん
ど
ん
深
度
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
！
）

「
メ
イ
ン
タ
ン
ク
ブ
ロ
ー
！
浮
き
上
が
れ
！
」

タ
ン
ク
内
の
海
水
が
放
出
さ
れ
て
い
く
。
が
、
船
体
は
浮
き
上
が
る
こ
と
な
く
、

そ
の
場
で
停
止
し
た
。

「
浸
水
は
ま
だ
止
ま
ら
な
い
か
！
」

（
後
、
１
分
く
だ
さ
い
！
必
ず
止
め
ま
す
！
）

「
聴
音
、
駆
逐
艦
は
？
」

「
艦
の
上
方
で
停
止
し
た
模
様
。
輸
送
船
団
は
低
速
で
す
が
、
沖
縄
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
」

山
本
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
た
。
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「
・
・
・
副
長
、
艦
内
マ
イ
ク
を
付
け
て
く
れ
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
」

副
長
が
、
艦
内
マ
イ
ク
の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
た
。

「
乗
員
全
員
に
伝
え
る
。
今
、
我
々
の
置
か
れ
た
情
況
は
、
敵
に
頭
を
抑
え
ら

れ
て
目
標
を
逃
そ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
艦
を
沈
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
俺
が
道
を
開
く
。
副
長
に
指
揮
を
変
え
る
。
諸
君
は
生
き
残
る
事
を
考

え
ろ
。
」

山
本
は
、
艦
内
マ
イ
ク
を
切
っ
た
。

「
副
長
、
指
揮
を
変
わ
れ
。
」

「
・
・
・
艦
長
、
回
天
を
使
う
気
で
す
か
。
」

「
そ
う
だ
。
若
い
者
を
殺
し
て
た
ま
る
か
。
」

山
本
は
、
艦
内
部
に
下
り
る
ハ
ッ
チ
に
手
を
か
け
た
。

「
・
・
・
艦
長
。
」

副
長
に
呼
ば
れ
振
り
向
く
と
、
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
こ
ち
ら
に
敬
礼
し
て
い

た
。

「
・
・
・
指
揮
、
変
わ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
お
気
を
つ
け
て
。
」

山
本
は
、
微
笑
し
て
艦
内
に
降
り
て
い
っ
た
。



16

「
潜
水
艦
の
動
き
は
ど
う
だ
。
」

「
先
ほ
ど
と
同
じ
位
置
で
停
止
し
て
い
ま
す
。
」

持
久
戦
か
・
・
・
そ
う
ト
ス
カ
が
思
っ
た
時
、
ソ
ナ
ー
員
が
叫
ん
だ
。

「
敵
艦
よ
り
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
音
！
こ
れ
は
・
・
・
」

「
「
カ
イ
テ
ン
」
か
・
・
・
全
速
前
進
！
爆
雷
投
下
「
駄
目
で
す
！
間
に
合
い

ま
せ
ん
！
」
」

「
ア
メ
公
！
今
ま
で
死
ん
で
い
っ
た
英
霊
の
無
念
、
晴
ら
し
て
く
れ
る
！
」

本
当
な
ら
、
水
上
に
出
し
て
潜
望
鏡
を
覗
い
た
。
ち
ょ
う
ど
、
月
光
が
敵
の
影

を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
い
た
。

「
う
お
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

山
本
は
、
昔
の
事
を
思
い
出
し
た
。
１
５
歳
の
頃
、
初
恋
を
し
た
相
手
。
海
軍

学
校
で
同
期
に
な
っ
た
戦
友
。
戦
争
が
始
ま
り
、
喜
ぶ
戦
友
の
中
で
一
人
喜
ば

な
か
っ
た
自
分
。
そ
し
て
、
先
ほ
ど
ま
で
一
緒
だ
っ
た
伊
四
九
の
乗
員
。

全
て
が
懐
か
し
い
、
と
思
っ
た
。
が
、
そ
の
思
考
も
直
後
に
消
え
去
っ
た
。

「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
」
は
、
竜
骨
に
「
回
天
」
の
直
撃
を
受
け
、
艦
の
中
心
に

向
か
っ
て
沈
み
始
め
た
。
ト
ス
カ
は
、
艦
橋
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
し
た
が
、
窓

か
ら
入
っ
た
海
水
に
よ
っ
て
押
し
戻
さ
れ
、
艦
と
運
命
を
共
に
し
た
。
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伊
四
九
は
、
原
子
爆
弾
を
乗
せ
た
輸
送
艦
を
含
め
た
７
隻
を
撃
沈
。
次
の
日
に

終
戦
を
伝
え
ら
れ
て
呉
に
帰
航
し
た
。
戦
後
、
伊
四
九
は
ハ
ワ
イ
の
沖
で
沈
没

さ
れ
た
。
原
爆
を
沈
め
た
真
実
も
一
緒
に
葬
ら
れ
、
存
在
も
消
さ
れ
た
。

＊
こ
の
物
語
は
、
こ
の
潜
水
艦
に
乗
っ
て
い
た
「
回
天
」
搭
乗
員
で
あ
っ
た
と

い
う
、
鈴
木
定
一
に
よ
っ
て
証
言
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
Ｎ
○
Ｋ
の
特
別
番
組
「

伊
号
第
四
九
潜
水
艦
～
原
爆
輸
送
を
阻
止
せ
よ
！
～
」
よ
り
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下
（
後
書
き
）

伊
四
九
と
い
う
潜
水
艦
は
居
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
感
想
、
ご
意
見
等
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

伊号第四九潜水艦～原爆輸送を阻止せよ～
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